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３．附属幼稚園預かり保育について 
 


















は、2016年 7月、2017年 3月、2017年 7月の計３回実施した。調査の内容は、預かり保
育の利用状況、満足度、預かり保育の改善点等であった。 
結果 
調査に対する各年度の全保護者の回収率は、2016年 7月は 74.1%（40/56）、2017年 3





た保護者の割合は 2016年で 34.5%、2017年で 41.4%であった。預かり保育への満足度の






Table 1  預かり保育の利用状況・満足度 
  2016年 7月 2017年 7月 
   人数 % 人数 % 
利用状況     
 毎日 5 12.5% 9 20.9% 
 週 2～3回程度 3 7.5% 2 4.7% 
 週 1回程度 1 2.5% 0 0.0% 
 月に 1～3回程度 9 22.5% 8 18.6% 
 これまでに 1回のみ 3 7.5% 2 4.7% 
 そのほか 2 5.0% 4 9.3% 
 利用していない 16 40.0% 17 39.5% 
 未回答 1 2.5% 1 2.3% 
満足度     
 1.満足していない 1 4.2% 0 0.0% 
 2.あまり満足していない 0 0.0% 0 0.0% 
 3.どちらともいえない 0 0.0% 0 0.0% 
 4.やや満足している 1 4.2% 4 16.0% 
 5.満足している 20 83.3% 21 84.0% 
 未回答 2 8.3% 0 0.0% 
 
Figure 1 保護者の預かり保育利用の理由 
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５．学校現場や授業への研究成果の還元について 
 
 本調査は上越教育大学附属幼稚園との共同のもと行われた研究であり、継続的なモニタ
リング調査を行ったことで、重要な資料を残すことができた。また、研究成果として、今
後、附属幼稚園預かり保育園の質向上に有用な知見を示したといえる。対象幼稚園以外へ
の研究成果の還元については今後の預かり保育の検討において広く有用な知見を示したと
いえる。近年、預かり保育を実施する幼稚園が増加しているなかで、預かり保育実施に関
する実施プロセスと課題を具体的に明示した本研究成果は、現在あるいは今後、預かり保
育を実施する各保育・幼児教育現場に対して有用な知見を提示するものと考えられる。 
 
 
